
容器包装の機能と役割

食品容器包装と環境との関わり

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会

２０１４年５月２８日

一般社団法人日本包装技術協会刊（1994年）の＜包装って、なに＞から多くを引用。
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容器包装に必要とされる機能

●内容物の品質保持機能
・内容物の品質保持や製品寿命の増加。

・内容物が食品や飲料などである場合には、品質保持期限の延長などを

通じた、食品残さなどの発生抑制。

●使う人への配慮
・高齢者や子供等にも扱いやすい製品であること。

●輸送効率の高さ
・効率的な輸送が図れるものであること。

・山間部などの遠隔地にも届けやすい形状のものであること。

●情報伝達の機能
・内容物の製品情報を適切に表示できるものであること。

・他の製品との混同や異物の混入を妨げるものであること。
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容器包装とは・・・

●英語では
Ｐａｃｋａｇｅ ＝荷造り、集めてまとめた状態
Ｐａｃｋａｇｉｎｇ＝Ｐａｃｋａｇｅを作ること
Ｐａｃｋ ＝詰め込む、束ねる
Ｐａｃｋｉｎｇ ＝荷箱、荷造り

Ｗｒａｐｐｉｎｇ ＝覆う、包む

①詰める ②入れる ③束ねる

④くるむ ⑤まとう ⑥まもる
容器包装の働き
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容器包装とは・・・

日本工業規格（ＪＩＳ）の定義 ＪＩＳ－Ｚ０１０８：２００５

包装とは
物品の輸送、保管、取引、使用などに当たって、その価値及び状態を
維持するために、適切な材料、容器などに物品を収納すること及び
それらを施す技術、又は施した状態。
これを個装、内装、外装に大別。パッケージング(packaging)ともいう。

個装（individual packaging)
物品個々の包装で、物品の商品価値を高めるため、又は物品個々を保護す
るために適切な材料、容器などを物品に施す技術、又は施した状態。
また、商品として表示などの情報伝達の媒体にすることもできる。

内装（inner packaging)
包装貨物の内部の包装で、物品に対する水、湿気、光、熱、衝撃などを考
慮して、適切な材料、容器などを物品に施す技術、若しくは施した状態。

外装（outer packaging 又は outer packing)
包装貨物の外部の包装で、物品若しくは包装物品を箱、袋、たる、缶など
の容器に入れ、又は無容器のまま結束し、記号、荷印などを施す技術、又
は施した状態。パッキングともいう。
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容器包装にはどんなものがあるか

包装にはＪＩＳ規格以外に成文化された分類はありません
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容器包装にはどんなものがあるか

容器包装の素材は、金属、ガラス、紙、プラスチックなど
下記の様に分類されます。

金属製容器 スチール缶 アルミ缶
＝主として飲料容器

ガラス製容器 ガラスびん 透明びん、着色びんなど
＝主として飲料容器･びん

紙製容器包装 飲料用紙容器 ＝主として飲料容器
段ボール ＝主として外装など箱類
紙製容器包装 ＝各種製品の容器や袋、

包装紙など

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器包装 ＰＥＴボトル ＝主として飲料ボトル
その他ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器包装

＝食品、洗剤、医薬品など
の容器、袋類、軟包装等
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プラスチック容器包装の機能、役割

プラスチック容器包装の機能・特性

・中身製品が、食品、医薬品、洗剤、化粧品など、生活に直結しているものが多く、

人に対する安全性、衛生性の確保にも関わっている。

・特に、食品、洗剤、医薬品など中身製品と直接接触する容器包装が多く、他素材製

の容器包装でも中身との接触面には、プラスチックが多く使われる。

・素材の材質、形状、製造（（加工）方法が、中身製品の品質を守り、包装材の使用

量を削減するために、多くの複合材質も使われている。

・プラ容器包装は、他の容器包装素材に比べて、使用目的や材質が多様で、食品、医

薬品、洗剤など中身製品の安全を保つ事が、資源保護からも、極めて重要な役割を

果している。

中身製品を守る規制等

・食品安全基本法、食品衛生法、各種業界自主基準等の法律や基準を基に、安全性の

確保に努めており、日本のプラ容器包装の品質は、世界でも高い水準にある。

・中身製品、特に各種食品等に直接接触するケースが多く、長期保存に貢献するなど

中身資源の保護に役立っている。
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包装の基本的なはたらき（１）
●包装はガードマン＝内容物の保護

物理的要因

生物的要因

化学的要因

人為的要因

内容物
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包装の基本的なはたらき（２）
●包装はヘルパー＝取扱いの便利

・運びやすい

・積みやすい

・置きやすい

・使いやすい

・開けやすい

・見分けやすい

・処理しやすい
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包装の基本的なはたらき（３）
●包装はセールスマン・コミュニケーター＝情報の提供

目立ちやすい ・ブランドマーク
・ブランドカラー

いろいろな法律がありま
す
・食品衛生法 ・ＪＡＳ法
・健康増進法 ・計量法
・薬事法 ・景品表示法
・公正競争規約
・ＰＬ法
・資源有効利用促進法
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適正包装とは
●適正包装とは

適正包装７原則

（昭和４７年・通産省／(社)日本包装技術協会商業包装適正化推進委員会作成）

①内容物の保護または品質保護が適切であること

②包装材料および容器が安全であること

③内容量が適切であり、小売の売買単位として便利であること

④内容物の表示または説明が適切であること

⑤商品以外の空間容積が、必要以上に大きくならないこと

⑥包装費が内容品に相当し適切であること

⑦省資源および廃棄処理上適当であること

きれいな包装はうれしいけど、ごみが増えてしまいます

包装の機能を高めようとすると、際限なく過剰になる恐れがあります。
包装は内容物に比べて、過剰なものであってはなりません。
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適正包装とは

適正包装の定義

（日本工業規格（ＪＩＳ）の定義 ＪＩＳ－Ｚ０１０８：２００５）

●省資源、省エネルギー及び廃棄物処理性を考慮し、合理的でかつ、公正な包装

●輸送包装では、流通過程での振動、衝撃、圧縮、水、温度、湿度などによって

物品の価値、状態の低下を来たさないような流通の実態に即した包装

●消費者包装では、過剰包装・過大包装、ごまかし包装などを是正し、同時に欠

陥包装を排除するため保護性、安全性、単位、容積、包装費などについても適

切である包装

自治体等の取組

●包装適正化条例・適正包装基準（都道府県・市・日本百貨店協会など）

○空間容積率：１５～２０％以下

必要空間：５ｍｍ以内 内箱厚：１０ｍｍ以下

○包装経費率：１５％以下

○“内容品を実量以上に見せかける包装の禁止” など
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製造物責任と包装
・包装の機能の第一は“内容物の保護”であり、包装に欠陥があると商品そのものに
欠陥を生じてしまうことがあります。
・例えば食品の包装に欠陥があった場合、内容物が腐敗して食中毒の原因になり、集団
食中毒などの重大な事故につながる恐れもあります。
・包装の最も重要な法律のひとつです。

食品包装の安心・安全



器具・容器包装 器具････････飲食器、割ぽう具その他食品又は添加物の採取、製造、加工、調理、貯蔵、運搬、陳列、
授受又は摂取の用に供され、かつ、食品又は添加物に直接接触する機械、器具その他の物
ただし、農水産業における食品の採取の用に供される機械、器具その他の物は含まない

容器包装････食品又は添加物を入れ、又は包んでいる物で、食品又は添加物を授受する場合そのままで
引き渡すもの

（法第４条）

第１５条 営業上使用する器具及び容器包装は、清潔で衛生的でなければならない。

第１６条 有毒な、若しくは有害な物質が含まれ、若しくは付着して人の健康を損なうおそれがある器具若しくは容器包装又は
食品若しくは添加物に接触してこれらに有害な影響を与えることにより人の健康を損なうおそれがある器具若しくは容器包装
は、これを販売し、販売の用に供するために製造し、若しくは輸入し、又は営業上使用してはならない。

第１７条 厚生労働大臣は、特定の国若しくは地域において製造され、又は特定の者により製造される特定の器具又は容器包装
について、第２６条第１項から第３項まで又は第２８条第１項の規定による検査の結果次に掲げる器具又は容器包装に該当す
るものが相当数発見されたこと、製造地における食品衛生上の管理の状況その他の厚生労働省令で定める事由からみて次に掲
げる器具又は容器包装に該当するものが相当程度含まれるおそれがあると認められる場合において、人の健康を損なうおそれ
の程度その他の厚生労働省令で定める事項を勘案して、当該特定の器具又は容器包装に起因する食品衛生上の危害の発生を防
止するため特に必要があると認めるときは、薬事・食品衛生審議会の意見を聴いて、当該特定の器具又は容器包装を販売し、
販売の用に供するために製造し、若しくは輸入し、又は営業上使用することを禁止することができる。
一 前条に規定する器具又は容器包装
二 次条第一項の規定により定められた規格に合わない器具又は容器包装
２～３ 略

第１８条 厚生労働大臣は、公衆衛生の見地から、薬事・食品衛生審議会の意見を聴いて、販売の用に供し、若しくは営業上使
用する器具若しくは容器包装若しくはこれらの原材料につき規格を定め、又はこれらの製造方法につき基準を定めることがで
きる。
２ 前項の規定により規格又は基準が定められたときは、その規格に合わない器具若しくは容器包装を販売し、販売の用に供す
るために製造し、若しくは輸入し、若しくは営業上使用し、その規格に合わない原材料を使用し、又はその基準に合わない方
法により器具若しくは容器包装を製造してはならない。

出典：JHOSPA 資料から
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第１条 乳及び乳製品並びにこれらを主要原料とする食品（以下「乳等」という。）に関し、食品衛生法第１８条第１項に規
定する器具若しくは容器包装又はこれらの原材料の規格及び製造方法の基準については、この省令の定めるところに
よる。ただし、農薬等（農薬取締法第１条の２第１項に規定する農薬、添加物の成分規格及び製造等の方法の基準並
びに器具若しくは容器包装又はこれらの原材料の規格及び製造の方法の基準については、この省令に定めるもののほ

か、規則及び食品、添加物等の規格基準（昭和３４年厚生省告示第３７０号）の定めるところによる。

第１ 食品
第２ 添加物
第３ 器具及び容器包装
Ａ 器具若しくは容器包装又はこれらの原材料の一般規格
Ｂ 器具及び容器包装の一般試験法
Ｃ 試薬等
Ｄ 器具若しくは容器包装又はこれらの原材料の材質別規格
１ ガラス製、陶磁器製又はホウロウ引きの器具及び容器包装
２ 合成樹脂製の器具又は容器包装
（１）一般規格
（２）個別規格 ①フェノール樹脂、メラミン樹脂又はユリア樹脂 ②ホルムアルデヒドを原料とする樹脂（①を除く）

③ポリ塩化ビニル ④ポリエチレン、ポリプロピレン ⑤ポリスチレン ⑥ポリ塩化ビニリデン
⑦ポリエチレンテレフタレート ⑧ポリメタクリル酸メチル ⑨ナイロン ⑩ポリメチルペンテン
⑪ポリカーボネート ⑫ポリビニルアルコール ⑬ポリ乳酸

３ ゴム製の器具又は容器包装
４ 金属缶
Ｅ 器具及び容器包装の用途別規格
Ｆ 器具及び容器包装の製造基準

食品、添加物等の規格基準（厚生省告示第３７０号）
（詳細は省略）

乳及び乳製品の成分規格に等に関する省令（厚生省令第５２号）

出典：JHOSPA 資料から
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＜ポジティブリスト(ＰＬ)制＞ ＜ネガティブリスト(ＮＬ)制＞

塩ビ食品衛生協議会 日本接着剤工業会
ポリオレフィン等衛生協議会 印刷インキ工業会
塩化ビニリデン衛生協議会
合成樹脂工業協会
日本ゴム協会

乳及び乳製品の成分規格に等に関する省令（厚生省令第５２号）
食品、添加物等の規格基準（厚生省告示第３７０号）

使用できる物質についての基準がない
（ポジティブリストがない）

規格基準

本筋は、国がポジティブリストを制定すること

一企業が使用できる物質を確認し、責任を持って使用するためには、費用面、安全情報の入手等で負担が
大きい

→ 業界団体によるポジティブリスト策定による自主規制が必要に
自主規制の基準は、ポジティブリスト（ＰＬ）と衛生試験法で構成 （詳細は省略）
なお、ポリ衛協は、旧厚生省の要請により業界自主規制を行うため設立された

業界団体の自主規制の状況

食品衛生法
第16条 人の健康を損なうおそれのある器具・容器包装を製造、輸入、販売、使用してはならない
第18条 厚生労働大臣は、器具、容器包装若しくはこれらの原材料の規格や、製造の基準を定めることがで
きる

出典：JHOSPA 資料から
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加工食品の場合の事例 ①



ＰＰ 防湿性、ガスバリア
性、軽い遮光性

ＫＯＰ／印刷／ＣＰＰ

あるいは、ＫＯＰ／印刷
／ＶＭ-ＣＰＰ

ＰＰ
ＰＥ

防湿性、ガスバリア
性、軽い遮光性

ＫＯＰ／印刷／ＰＥ
／ＣＰＰ

外装
ＰＥ ＰＡ
個包装
ＰＥ ＰＰ

防湿性、ガスバリ
ア性

無菌包装

Ｋ-Ｎｙ／印刷／ＰＥ／
ＬＬＤＰＥ
あるいは
Ｋ-Ｎｙ／印刷／ＬＬＤ
ＰＥ ＯＰＰ／ＰＥ

ＰＥ
ＰＡ
チャッ
ク真空

防湿性、ガスバリ
ア性

真空包装

Ｋ-Ｎｙ／印刷／ＰＥ
あるいは Ｋ-Ｎｙ／印
刷／ＬＬＤＰＥ
ＰＥまたはＬＬＤＰＥ

表示 求られる機能 包装材の構成

20

加工食品の事例 ①



求められる機能 包装材の構成

外装
ＰＥ
小袋
ＰＥ ＰＰ

遮光性,保形性（破損
防止）ハンドリング性

防湿性･保香性･バリ
ア性

印刷／板紙

印刷／紙／Ａｌ／ＰＥ／ＰＥ

ＰＰ

トレ
イ
ＰＳ

ガスバリア性、保
香性、遮光性

保形性破損防止

ＫＯＰ／印刷／Ｃ
ＰＰ

ＰＳ単体

外装
ＰＰ
レト
ルト

保形性（破損防止）、
ハンドリング性

耐熱性、遮光性、ガ
スバリア性、強靭性

印刷／板紙

ＰＥＴ／印刷／Ａｌ／ＣＰ
ＰＥＴ／印刷／Ａｌ／Ｎｙ
／ＣＰＰ

ＰＥ
ＰＰ

ガスバリア性、遮
光性、保香性、引
き裂き性

ＯＰＰ／印刷／ＶＭ－
ＰＥ 他にＫＯＰ／
印刷／ＰＥ

ＯＰＰ／印刷／Ａｌ／
ＰＥ
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加工食品の事例 ①
表示



表示 求められる機能 包装材の構成

ＰＥ

PA
防湿性、
ガスバリア性

Ｋ-Ｎｙ／印刷／ＰＥ
／ＰＥ
Ｋ-Ｎｙ／印刷／ＬＬ
ＤＰＥ

内袋
ＰＥ

セロファ
ン外袋
ＰＰ

防湿性、開口性
（引き裂き性）

防湿性

防湿セロハン／印刷／Ｐ
Ｅ／ＰＥ または 防湿
セロハン／印刷／ＰＥ

ＯＰＰ／印刷／ＣＰＰ
またはＯＰＰ／印刷／Ｐ
Ｅ／ＣＰＰ ＫＯＰかも
しれない

ＰＥ
ＰＥＴ

防湿性
ＰＥＴ／印刷／ＰＥ

ＰＥＴ／印刷／ＰＥ
／ＰＥ
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加工食品の事例 ①



加工食品以外の場合の事例 ②
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これからの包装 環境とのかかわり
●包装の課題と方向

●包装の目指す方向

●便利で豊かな社会の発展
●情報化、高度化社会への対応

●老齢化の進む社会への対応

▲環境問題の深刻化
▲資源の有効活用

調和と克服

・環境に与える負荷を極力低減している。
・使用する人々にふさわしい配慮がなされている。
・必要な機能を充たしている。
・製品に対し材質、容積とも過剰でない。
・トータルコストを最小に抑えている。

循環型社会
持続可能社会

便利で豊かな社会 IT化社会
ユビキタス社会

高齢化社会
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包装の目指す方向

包装は人類が発明した
重要な生活の知恵
必要不可欠！

今後も進化し永続！

バランスが
大事！
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現代社会での包装の役割（１） 参考資料

●食生活は包装が支えている

だれでも簡単に料理ができるね

みんながそれぞれ好きな
ものを食べられるね 運びやすい包装で、まとめ買い

が楽だね
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◆ライフスタイルの多様化に対応する包装商品

大家族から核家族へ世帯ごとの食事の増加

一人ひとりの食事内容がバラバラ

余暇時間がほしい

家族一人ひとりの食事時間がバラバラ

だれでも自由に手軽に食事したい

有職人の増加（食事の準備の時間がない）

多種少量の食の楽しみ（少しづついろいろ）

車でまとめ買い

アウトドアで自由に飲食したい

→ 一人分用包装食品

→ 一人分用包装食品

→ 包装済み調理食品

→ 包装済み調理食品

→ 包装済み半調理食品

→ 包装済み半調理食品

→ 異なる包装済み調理食品

→ 運びやすい包装済み調理食品

→ ワンハンド包装済み調理食品

●商品＝内容物+包装

現代社会での包装の役割（２） 参考資料
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●包装の信頼性
・使うのに便利 ・どこでも買える
・衛生的で安心 ・いつでも買える
・かさばらない ・選んで買える
・保存がきく ・遠くても買える

豊富な品揃えで選びやすいわ

夜中でも食べ物が買えるので便利だね

新鮮なものが
どこでも買えるのね

現代社会での包装の役割（３） 参考資料
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●包装と資源

荷台に合わせ箱のサイズが設計され、流通エネルギーや保管スペースを節約しています。

・包装は多くの資源の損失を防いでいます。
・とくに農水産物では、有用な部分だけを包装して都市のごみの発生を極力減らしたり、
包装することによって、傷や痛みを防いでいます。

現代社会での包装の役割（４） 参考資料
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●情報要求レベルの高度化と新しい検索技術 小形・曲面包装
ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ（製造履歴など）
出荷後の製品配送ﾄﾚｰｽ
開梱せず中身を特定
多くの商品情報
ｸｲｽﾞ・懸賞
・
・

現代社会での包装の役割（５） 参考資料


